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は じ め に

現在、中部縦貫自動車道大野油坂道路については、大野 IC～勝原 IC 間が令和５年（２

０２３年）３月１９日に開通し、勝原 IC～九頭竜 IC 間は、令和５年（２０２３年）秋の

開通に向けて、また、九頭竜 IC～油坂出入口（仮称）間は、令和８年（２０２６年）春

の開通に向けて整備が進められています。

大野 IC～九頭竜 IC 間の開通が刻々と迫り、市内では恐竜モニュメントの設置や宿泊施

設のリニューアルなど、開通に向けた準備を進めています。

北陸新幹線については、令和５年度末（２０２３年度末）の金沢―敦賀間の開業を目指

し、整備が進められています。

中部縦貫自動車道と北陸新幹線の二つが整備されれば、大きな高速交通ネットワークが

形成されることになり、人の交流や物流の拡大が見込まれます。

特に、中部縦貫自動車道は、今後発生が危惧されている南海トラフ地震など太平洋側で

大規模災害が発生した際に、代替機能を発揮する国土強靭化に必要不可欠な道路であると

同時に、中京圏との結び付きがこれまで以上に強まります。

また、北陸新幹線の延伸は日本海国土軸を確固たるものにすると同時に、東京のみなら

ず北関東方面との産業や観光、文化交流の促進、さらには敦賀・大阪間の早期開業による

経済効果が期待されています。

大野市では、人の交流や物流の拡大が見込まれるこの機会を逃すことなく、市民の皆様

とともに様々な取り組みを行うことで、人口減少が進む中にあっても持続可能な地域づく

りを進めていく必要があります。

中部縦貫自動車道大野油坂道路荒島 IC周辺では、令和３年（２０２１年）４月に、道の

駅「越前おおの 荒島の郷」が開駅し既に賑わいを見せ、同年６月には大規模災害時に広域
さと

的な復旧や復興の活動拠点となる「防災道の駅」として県内で唯一選定されています。

また、雇用の場を創出するため大野市富田産業団地を整備し、同産業団地に初めて進出した

北陸モンベル大野物流センターが令和５年（２０２３年）３月末に操業を開始しました。引き

続き企業誘致を進めていきます。

本プログラムは、中部縦貫自動車道の県内全線開通と北陸新幹線の福井・敦賀開業の前

後までに、大野市が取り組む事柄について、市民の皆様と情報共有をするため作成したも

のです。

本プログラムを御覧になられた方々の、それぞれのお立場における取り組みが活性化さ

れれば幸いです。

なお、本プログラムは、事業の進ちょくや新たな施策など変更が生じた場合には、その

都度更新していきます。
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１ 中部縦貫自動車道
（１）中部縦貫自動車道とは
中部縦貫自動車道は、長野県松本市と福井市を結ぶ一般国道１５８号の自動車専用道路

として、長野県松本市を起点に飛騨地方、美濃地方の険しい山岳地帯を通り、福井市に至

る延長約１６０km（東海北陸自動車道との重複区間約４０kmを除く）の高規格幹線道

路です。

高規格幹線道路とは、自動車の高速交通の確保を図るために真に必要な道路で、全国的

な自動車交通網を構成する自動車専用道路のことです。

中部縦貫自動車道は、この高規格幹線道路網の一翼を担っており、現在、国土交通省に

よって整備が進められていますが、整備後も県内区間は全線無料で通行することができま

す。

大野油坂道路については、大野 IC～勝原 IC 間（１０.０km）が令和５年（２０２３

年）３月１９日に開通、勝原 IC～九頭竜 IC 間（9.5km）は、令和５年（２０２３年）秋

に開通予定、九頭竜 IC～油坂出入口（仮称）間（１５.５km）は、令和８年（２０２６

年）春に開通する予定です。一日も早く全線開通を実現できるよう、引き続き要望してい

きます。

岐阜県高山市から長野県松本市までの区間については、安房峠道路のみ供用開始されて

おり、早期全線開通がなされるよう協力して取り組んでいます。

道路名
①永平寺

大野道路

②大野油坂道路 ③油坂峠

道路

東海北陸

自動車道

④高山清

見道路
⑤

⑥安房

峠道路
⑦

⑧松本

波田道路

区間名

福井北

JCT・IC

～大野 IC

大野 IC

～油坂出入口

油坂出入口

～白鳥 IC

白鳥 IC～

飛騨清見

IC

飛騨清見

IC～丹生

川 IC

丹生川

IC～平湯

平湯～

中ノ湯

中ノ湯～

波田 IC

波田 IC～

松本 JCT

距離（km） 26.4 35.0 11.4 41.4 24.7 21.0 5.6 27.0 5.3

供用開始

H29.7.8 大野 IC～勝原 IC

R5.3.19 供用

勝原 IC～九頭竜 IC

令和５年秋供用予定

九頭竜 IC～油坂出入口

令和８年春供用予定

H11.11.1 H12.10.7 飛騨清見 IC～

高山 IC

H19.9.29

供用開始

H9.12.6

◆中部縦貫自動車道の整備状況

（福井県作成 中部縦貫自動車道パンフレット引用

※一部加筆修正）
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中部縦貫自動車道大野油坂道路の早期整備

（中部縦貫自動車道建設促進福井県協議会資料引用※一部加筆修正）

Ⅰ期区間事業中

Ⅱ期区間事業中

(2.8km)

大野 IC～勝原 IC

（１０．０ｋｍ）

勝原 IC～九頭竜 IC

（９．５ｋｍ）

令和５年

３月１９日

開通

令和５年秋

開通予定

令和８年春

開通予定

九頭竜 IC～油坂出入口

（１５．５ｋｍ）

荒島 IC

九頭竜 IC
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（２）中部縦貫自動車道の整備効果
①北陸圏・中京圏・関西圏・関東圏を結ぶ広域ネットワークが

構築されます。

大野市と関東圏を最短距離で結び、北陸圏・中京圏・関西圏・関東圏を結ぶ広域ネッ

トワークが構築されます。

特に、中京圏へのアクセスが格段に向上し、交流人口の増加や物流の拡大が期待さ

れ、これまで以上に結び付きが強まります。

（中部縦貫自動車道建設促進福井県協議会資料引用）
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②広域的な迂回ルートと冬期間の安定した交通の確保が図られま

す。

（中部縦貫自動車道建設促進福井県協議会資料引用）

北陸自動車道、東海北陸自動車道、長野自動車道をつなぐことにより、広域的な迂回

ルートが形成されます。

トンネル区間が多いため雪の影響を受けにくく、道路の形状も良いことから、冬期間

の安定した交通の確保が図られます。

長野自動車道
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③観光客の増加や市場の拡大、企業誘致、雇用の確保に効果があり

ます。

（中部縦貫自動車道建設促進福井県協議会資料引用※一部加筆修正）

大野市周辺を訪れる県外からの観光客で最も多いのは、中京圏からの観光客です。今

後、中部縦貫自動車道が県内全線開通すると、大野市は福井県の東の「玄関口」として、

岐阜県などとの観光連携により、交流人口の増加が見込まれます。

また、隣県や大都市へのアクセスが向上することにより、安定した物流ルートが確保

され、農産物などの出荷量の増加、企業立地の促進や市場の拡大、働く場の確保が図ら

れます。

大野IC

令和５年

３月１９日

開通
令和５年秋

開通予定

※来場者数はR3.12 月末時点

荒島 IC

九頭竜 IC

一乗谷朝倉氏遺跡博物館

令和 4年 10月 1日開館
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◆隣県・大都市へのアクセス向上により、安定した物流ルートや

新たな周遊観光ルートの構築が図れます。

◆中部縦貫自動車道の整備を見越して企業が進出

（福井県作成 中部縦貫自動車道パンフレット引用）
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④救急搬送の時間短縮により、大きな安心が得られます。

現在、和泉地区から嶺北地方で唯一の第三次救急医療施設（福井県立病院）に向か

う場合、搬送時間は１時間以上を要しています。中部縦貫自動車道の県内全線開通に

より、搬送時間が２３分短縮されると同時に、道路線形が改善され走行性が向上する

ことで、搬送患者の負担が大きく軽減します。

【大野市役所～福井県立病院まで】

整備後 約 31分

（福井県作成 中部縦貫自動車道パンフレット引用※一部加筆修正）

【和泉地域交流ｾﾝﾀｰ～福井県立病院まで】
現況 約74分

↓2３分短縮

整備後 約５１分

和泉地域交流センター
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⑤交流拡大と災害時の相互応援の強化につながります。

◆大野市と交流を行っている市町

◆災害時相互応援協定の締結などをしている市町

大野市では、姉妹都市である茨城県古河市や友好交流市である愛知県岩倉市をはじめ

９市町と積極的に交流を図っています。

中部縦貫自動車道の県内全線開通で、より多方面の市町との交流につながり、経済交

流への発展が期待されます。

また、大規模災害時における相互応援協定を県内外合わせて１０市町と締結していま

す。中部縦貫自動車道の県内全線開通により、迅速かつ円滑な応援・受援対応が可能と

なり、被災地住民の安全・安心の確保につながります。

福 井 市

池 田 町

袋 井 市
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２ 北陸新幹線
（１）北陸新幹線とは
北陸新幹線は、上信越・北陸地方を経由して東京と大阪を結ぶ延長約７００kmの新幹

線鉄道で、我が国の大動脈として地域の発展に大きく寄与する重要な路線です。

東京駅から長野駅までは、長野オリンピックに合わせて平成９年１０月に開業してお

り、平成１７年４月には福井駅部が認可され、平成２１年２月に完成しました。

平成２４年６月には金沢駅と敦賀駅間がフル規格で認可され、平成２７年３月には長野

駅から金沢駅までが開業しています。

平成２９年３月には、北陸新幹線の敦賀・大阪間を小浜京都ルート【敦賀駅～小浜市

（東小浜）附近～京都駅～京田辺市（松井山手）附近～新大阪駅】により整備されること

が決定しました。

現在、令和５年度末（２０２３年度末）の開業を目指して、金沢駅と敦賀駅間の整備工

事が進められており、敦賀・大阪間では環境アセスメントが行われています。

（福井県「北陸新幹線レポート《創刊号》」 引用

※一部加筆修正）

京田辺市

（松井山手附近）

※おおまかな

ルート

（福井県 「みんなの力で早期開業 北陸新幹線」 引用

※一部加筆修正）

北
陸
新
幹
線
全
線
開
業
を

北
海
道
新
幹
線
札
幌
開
業
頃

（
２
０
３
０
年
度
末
頃
）
ま
で
に

◆北陸新幹線全線開業までのスケジュール

越前たけふ

北陸新幹線のルート
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（２）北陸新幹線の整備効果
①日本海側の国土軸が強化され、安全な国土づくりに寄与しま

す。

②生活範囲が変わり、ビジネスの可能性も広がります。

福井駅から各都市間への所要時間（全線開業後）

北陸新幹線開業により、東京や大阪をはじめ沿線地域との移動時間が短縮し、利便性

が向上します。

新しい旅行先が選択でき、大野市を旅行先に選んでもらえるなど、観光やビジネス拡

大の可能性が広がります。

また、離れて暮らす家族や友人との往来や、帰省時に便利になります。

【現行】金沢経由、北陸新幹線利用

・福井⇔東京、長野

・福井⇔京都、新大阪は特急サンダーバード利用

・福井⇔名古屋は米原経由、東海道新幹線利用

【全線開業後】すべて北陸新幹線利用

※現行の所要時間は、R3.3.13 改正ダイヤの最速値を使用

※全線開通後の所要時間は、国土交通省調査（H29.3）に基づく

最速値及び県試算値（乗換え時間 10 分）

※所要時間は想定値であり、開業後の運行ダイヤはＪＲが決定

する。

阪神淡路大震災や東日本大震災などを経験し、近い将来、南海・東南海・東海地震

の発生が危惧されている中、災害に強い国土構造が求められています。

北陸新幹線は、日本海側の国土軸の強化と国土強靭化を実現し、災害時においては、

東海道新幹線と相互に支え合う機能を発揮します。

また、平成３０年２月の大雪の際にも北陸新幹線は運転を続けました。

（福井県 「みんなの力で早期開業 北陸新幹線」 引用）

（福井県 「みんなの力で早期開業 北陸新幹線」 引用）

3:25

1:57

1:21

1:45

1:38
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Q. 北陸本線がＪＲから経営分離されると越美北線はどうなるの？

③移住や二地域居住の増加が期待できます。

大都市圏に暮らす人たちの間では、自然の中でゆっくりと思い思いの生活の仕方で暮

らすスローライフや、健康と環境、持続可能な社会生活を心がける生活スタイル、

LOHAS（ロハス）などへの関心が高まりを見せています。

また、新型コロナウイルス感染症の拡大により、大都市圏への人口集中の脆弱性が改

めて顕在化し、地方回帰の関心が高まるとともに、新型コロナウイルスとの共存を余儀

なくされる「with コロナ」の時代の中で、オンラインやリモートなどの活用が拡大し、

働き方が変化しています。

大野市でも、豊かな自然や清らかな水、ゆったりとした田舎暮らしを求める移住者の

増加が期待されるとともに、中部縦貫自動車道の県内全線開通や北陸新幹線の延伸によ

り利便性が向上することで、これまで以上にⅠターンやＵターンの増加が見込まれま

す。

さらには、平日は都市圏で仕事をし、週末には田舎暮らしをする「二地域居住」につ

いても、増加が期待されます。

Ａ．越美北線など北陸本線の支線については、「新幹線整備に係る並行在来線として

取り扱わないこと」を平成１２年に北陸４県とＪＲ西日本との間で合意しており、

経営分離の対象外とするとされていることを福井県新幹線建設推進課より確認し

ています。

市の助成制度を活用して移住した世帯数
世帯数

移住相談件数件



平成22年度
（2010年度）

平成23年度
（2011年度）

平成24年度
（2012年度）

平成25年度
（2013年度）

平成26年度
（2014年度）

平成27年度
（2015年度）

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

令和7年度
（2025年度）

令和8年度
（2026年度

中部縦貫自動車道
和泉IC-油坂出入口間事業化

中部縦貫自動車道
大野油坂道路起工

中部縦貫自動車道
大野IC-大野東IC間事業化

中部縦貫自動車道
永平寺大野道路全線開通

中部縦貫自動車道大野油坂道路
大野IC－勝原IC 間開通

越前おおのまるごと
道の駅ビジョン策定 重点道の駅選定

道の駅「結の故郷」
基本計画策定

重点道の駅「(仮称)結の故郷」
全体計画策定 道の駅「越前おおの 荒島の郷」開駅

国道158号
奈良瀬～境寺BP供用開始

国道157号
大野BP供用開始

国道476号
西部アクセス道路供用開始

中部縦貫自動車道
大野IC-勝山IC間供用開始

北陸新幹線福井・敦賀開業

北陸新幹線
小浜京都ルート決定

北陸新幹線
金沢開業

越前大野城
築城430年祭 結の故郷発祥祭

結ステーション整備
市道六間線供用開始

城下町東広場
供用開始

城下町南広場
供用開始

武家屋敷
旧田村家開館

COCONOアートプレイス
オープン

HOROSSA!
オープン

真名川河川敷サイクリング
ロード全線開通

名水マラソン
50周年

大野市制
60周年

おおの城まつり
50周年

九頭竜ダム
50周年

第五次大野市総合計画(前期基本計画) 第五次大野市総合計画(後期基本計画)

越前おおの型食・農業・農村ビジョン （改訂）

越前おおのブランド戦略
越前おおの産業ブランド力向上戦略

大野市地域公共交通網形成計画

福井しあわせ元気国
体・元気大会開催

ラグビーW杯
2019開催

東京オリンピック・
パラリンピック開催

ワールドマスターズ
ゲームズ2021関西開催 大阪・関西万博開催

越美北線
開業50周年

大野市富田産業団地
分譲開始

国道158号　境寺～計石BP開通を要望
※福井県道路整備プログラムに計画期間（2030年）内の完成予定と記載

第六次大野市総合計画(前期基本計画)

北陸新幹線
敦賀～新大阪間ルート公表

大野市制70周年

星空保護区の認定
「星空の街・あおぞらの街」全国大会

中部縦貫自動車道大野油坂道路
九頭竜IC～油坂出入口（仮称）間開通

金森長近公生誕500年

日本スポーツマスターズ
2023福井大会開催

越前おおの観光戦略ビジョン

恐竜博物館リニューアルオープン

六呂師高原活性化構想

「九頭竜川・荒島岳」エリアがジャパン
エコトラック公式ルートに登録

越前おおの水のがっこう
オープン

中部縦貫自動車道大野油坂道路
勝原IC－九頭竜IC 間開通

全国販売促進
会議開催

北陸デスティネーション
キャンペーン開催

観光を軸に稼ぐ
新組織の設立

大野油坂道路
勝原・九頭竜間開通記念イベント

３　大野市の取り組み
　中部縦貫自動車道大野油坂道路の大野ＩＣ～勝原ＩＣ間が令和5年（２０２３年）３月１９日に開通し、勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ間につい
ては令和５年（２０２３年）秋の開通及び九頭竜IC～油坂出入口（仮称）間については令和８年（２０２６年）春の開通と、北陸新幹線の
令和５年度末（２０２３年度末）の金沢―敦賀間開業により福井県全体の高速交通ネットワークの形成が予定されています。大野市ではこ
の機会を逃すことなく、様々な取り組みを進めています。 

（１）中部縦貫自動車道県内全線開通及び北陸新幹線福井・敦賀開業前後の主な出来事 

全体の動き 
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※時期についてはおおよそのイメージで示しています 

城下町西広場
供用開始

（改訂）

（改訂）

（改訂）

大野市屋内型子どもの遊び場供用



（２）令和６年度までに取り組む事柄
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　①中部縦貫自動車道・幹線道路網の整備

施　　　策 主な事柄 令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

中部縦貫自動車道の整備促進
中部縦貫自動車道大野油坂道路の整備促進を要
望

国道１５８号の整備促進
国道１５８号境寺・計石バイパスの整備促進を
要望

一般県道の整備促進
一般県道皿谷大野線（中挾～中保）及び一般県
道白山中居神社朝日線の整備促進を要望

★大野ＩＣ～勝原ＩＣ開通
★勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ開通

中部縦貫自動車道大野油坂道路

区間 大野ＩＣ～勝原ＩＣ 勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ

開通時期 令和５年３月１９日 令和５年（２０２３年）秋

令和５年
３月１９日
開通

令和５年秋
開通予定

令和８年春
開通予定

大野IC～勝原IC
（10.0㎞）

勝原IC～九頭竜IC

（9.5㎞）

九頭竜IC～油坂出入口

（15.5㎞）

荒島ＩＣ

九頭竜ＩＣ

Ⅱ期区間事業中

Ⅰ期区間事業中

（2.8㎞）

大野ＩＣ

荒島ＩＣ

事業箇所　延長1.0㎞

中
部
縦
貫
自
動
車
道

大野市中心市街地
（まちなか観光）

一般県道皿谷大野線（中挾～中保）

早期開通を要望

凡例
　　事業箇所
　　中部縦貫自動車道
　　主な県管理道路
　　まちなか観光

北陸新幹線
福井・敦賀開業

（中部縦貫自動車道建設促進福井県協議会資料引用※一部加筆修正）
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　②産業ブランド力の向上と観光誘客の推進

施　　　策 主な事柄 令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

観光資源の活用と滞在型観光の
推進

観光ポスターやパンフレットによるＰＲなど、
観光誘客推進に向けた情報発信の強化

観光客向けの体験・滞在メニューの企画・開発
支援

星空・化石・歴史などの観光資源の活用

産業ブランド力（市内事業者の
「稼ぐ力」と企業価値）の向上

経営課題の解決を図る事業者に対する結の故郷
ビジネスサポートチームによる伴走支援や越前
おおのブランドを活用した商品開発、販路拡大
への支援など、「稼ぐ」意欲のある事業者を重
点支援。また、市が越前おおのブランドを活用
した市内事業者の取り組みを、雑誌やＳＮＳを
活用し、中京圏や首都圏などをターゲットに消
費行動を促すような情報発信を実施

越前おおの産地保証制度の推進
大野産農林水産物のブランド力の強化、「越前
おおの里の恵み」認証制度と「越前おおの産」
産地保証制度の推進

農産物の総ブランド化の推進
特産作物の生産・出荷奨励支援、６次産業化や
農商工連携の促進、園芸作物や特用林産物の生
産促進

中部縦貫自動車道大野油坂道路
勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ開通

中部縦貫自動車道大野油坂道路
大野ＩＣ～勝原ＩＣ開通

北陸新幹線
福井・敦賀開業

★新観光ポスター掲示開始

★新観光パンフ
レット配架開始

★大野まちつむぎ開始 ★ジャパンエコトラック開始
★九頭竜ぐるっとペダル開始

★食べ歩きグルメの開発

★星空ハンモック事業開始（H30～）
★星降るランタンナイト開始（H30～）

★光害対策防犯灯の設置
★レンタパラソルいろとりどり開始

★2.43関連イベント

★恐竜モニュメント
     の設置

★星空保護区認定を目指す
★「星空の街・あおぞらの街」
　 全国大会開催

★星空観望バスツアーの実施
★国民宿舎パークホテル
     恐竜ルームのオープン

★九頭竜湖駅舎装飾
★和泉郷土資料館リニューアル
★ﾎﾃﾙﾌﾚｱｰﾙ和泉リニューアル

★ホロッサ５周年記念事業
★大野城インスタ映え装飾（～R6）

★越前おおの産業ブランド力向上戦略策定
★稼ぐ力応援事業
★消費行動を促す情報発信

★道の駅「越前おおの 荒島の郷」開駅
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戦略的な情報発信

○中京圏や首都圏などターゲットを設定し、食や観光地、歴史などの
　「越前おおのブランド」を中心としたＰＲを実施します。 
○誘客を推進する観光ポスター・観光パンフレットの作成、中京圏への
　ＳＮＳを活用した観光ＰＲや商談会へ参加します。 
○北陸新幹線開業を見据え県やJRグループ、旅行会社等が実施する北
　陸デスティネーションキャンペーンに参画し、本市への誘客を推進します。
○中部縦貫自動車道県内全線開通を見据え、中京圏へのサービスエリア
　において観光PRを行います。 
〇大野産野菜について、その取扱い店舗のインターネット上による発信
　や、消費者によるインスタグラムへの投稿を促進します。 

まちなか観光の磨き上げ

　まちなか観光施設を磨き上げ、観光誘客を推進します。 
○大手門広場に楽しく写真撮影のできるフォトスポットを造成 
○VR技術を活用し、「天空の城」を眺望できる疑似体験コーナーを設置 
○大野の食材等を活用した新たなグルメの開発支援やPRを実施 
○インスタ映えを狙った越前大野城の展示物の展示方法の見直しや装飾を実施 
〇武家屋敷旧内山家に季節に応じて夏障子や絵障子を設置 
〇武家屋敷旧田村家に風車約2,000個を備えた風車棚を設置　など 

「星空保護区」を活用した誘客

認定目標年度 令和５年度（２０２３年度）

　美しい星空を守り、選ばれる観光地づくりを目指して、南六呂師区を
対象に星空の世界遺産とも言われる「星空保護区」の認定を取得し、観
光資源としての活用を推進します。 
〇「星空の街・あおぞらの街全国大会」を開催（令和５年度） 
○星空観光バスを観光素材としたPRの実施 
〇星空コンテンツの磨き上げ及び情報発信 
〇エリア内の防犯灯や屋外照明を光害対策型に更新 

六呂師高原の活性化

実施期間 令和４年４月～

　令和４年３月に策定した「六呂師高原活性化構想」に沿って、福井県
と連携し、日本一綺麗な星空や高原景観、県内最大の火山地形など、貴
重な資源を守りながら活かし、登山やサイクリング、キャンプ等のアウ
トドア・ アクティビティが集積する一大拠点を目指します。 

サイクルツーリズムの推進

　ジャパンエコトラックの公式ルート（九頭竜川・荒島岳など）を活用
し、道の駅「越前おおの 荒島の郷」などを発着点に、自転車で田園、
六呂師高原、城下町、九頭竜川沿いなど豊かな自然と歴史をゆっくり楽
しみながら体感できる旅を提供し、観光客の周遊滞在を推進します。 

稼ぐ力の応援

　経営課題の解決を図る事業者に対する結の故郷ビジネスサポートチー
ムによる伴走支援や越前おおのブランドを活用した商品開発、販路拡大
への支援など、「稼ぐ」意欲のある事業者を支援します。 
〇個人事業者、事業者グループによる商品開発、イベント実施等を補助 
〇企業、個人事業者の資格取得、研修費用を補助 
○合同企業説明会への参加やホームページの作成など、企業の人材確保
　に向けた取り組みを補助 
〇まちなか、共同店舗への新規出店を補助 
〇ふるさと納税返礼品出品支援　など 
 

農産物ブランド力の強化

　販売力の強化と農業所得の増加を図るため、新たな農産加工品の開発、
販売、販路拡大等にかかる経費を支援します。 
　特産作物の安定した生産と出荷に向けて、サトイモやネギ、ナスなど
の特産作物の生産に必要な農業機械や施設整備への支援と、穴馬スイー
トコーンや穴馬かぶらの出荷を奨励します。 
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　③公共交通手段の確保

施　　　策 主な事柄 令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

バス運行の充実

北陸新幹線敦賀開業や利用者のニーズに合った
運行ダイヤの検討

高速バスの運行に向けた誘致活動

道の駅「越前おおの 荒島の郷」へのバス
（市営バス道の駅線）運行

中部縦貫自動車道を走行し、越前大野駅と道の
駅「越前おおの 荒島の郷」、九頭竜湖駅を結
ぶ新しい市営バスの運行導入を進める

ＪＲ越美北線の利用促進

北陸新幹線敦賀開業や利用者のニーズに合った
運行ダイヤの検討

首都圏や中京圏をターゲットとした新たな周遊
ルートの開発

沿線イベント等と連携した利用者への買い物補
助券配布

県・ＪＲ・福井市・大野市連携協定による沿線地
域への観光誘客に係る観光施策の企画及び実施

中部縦貫自動車道大野油坂道路
勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ開通

中部縦貫自動車道大野油坂道路
大野ＩＣ～勝原ＩＣ開通

北陸新幹線
福井・敦賀開業

JR越美北線の観光利用促進に関する連携協定

協定期間 令和３年３月５日～令和７年３月３１日

　福井県、福井市、大野市、西日本旅客鉄道株式会社金沢支社が相互に
協力し、北陸新幹線福井・敦賀開業を生かした越美北線の観光利用促進
及び沿線地域の観光振興を図ります。 
○車両ラッピングや駅舎装飾などによる観光資源としての越美北線の魅力向上 
○駅発着のまち歩きや体験プランなど地域にある観光資源の磨き上げな
　ど周遊滞在型観光の促進 
○越美北線列車内に自転車を持ち込み可能としたサイクルトレインの導
　入を検討 

幻の越美線をつなぐツアー

実施期間 令和４年４月～１１月

関東、中京方面をターゲットに、ローカル線の魅力を発信するとともに、
新たな周遊ルートを提案するため、本当はつながるはずだった、越美北
線、長良川鉄道に沿って流れる九頭竜川と長良川の絶景を楽しむツアー
を試行的に実施します。 
○令和４年度　モニターツアーを実施（５月、８月、１０月、１１月） 
○令和５年度　民間事業者による商品化を検討 

★県・ＪＲ・福井市・
　 大野市連携協定締結

★御栄印型乗車記念証
 　「御乗印」販売開始

★駅舎装飾・イベント列車

★車両ラッピング

★運行導入に向け協議 ★運行開始予定
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　④雇用の確保と働く場の整備

施　　　策 主な事柄 令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

積極的な企業誘致

大野市富田産業団地の整備

中部縦貫自動車道の開通効果を生かせる企業や
若年層の関心が高い情報技術関連企業などの積
極的誘致

中部縦貫自動車道大野油坂道路
勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ開通

中部縦貫自動車道大野油坂道路
大野ＩＣ～勝原ＩＣ開通

北陸新幹線
福井・敦賀開業

★分譲開始

★北陸モンベル大野物流センター操業

所在地 福井県大野市七板

所有者 大野市土地開発公社

面　積
団地総面積　　約17ha
分譲可能面積　約7.6ha（全体約12haのうち分譲済約4.3ha）

分譲価格 5,400～6,000円／㎡

分譲開始時期 令和３年４月

立地可能業種 製造業、物流関連産業、情報サービス業等

用途地域 用途指定なし　建ぺい率70／100　容積率200／100

交　通
（車ご利用の場合）

■高速　中部縦貫自動車道荒島ＩＣまで1.6㎞（5分）
　道路　北陸自動車道福井ＩＣまで32㎞（44分）
　　　　北陸自動車道福井北ＩＣまで33㎞（33分）
　　　　東海北陸自動車道白鳥ＩＣまで72㎞（1時間15分）
■鉄道　ＪＲ越前富田駅まで1㎞（3分）
■港湾　福井港まで52㎞（1時間20分）
■空港　小松空港まで77㎞（1時間15分※北陸自動車道利用）

用　水 地下水：使用可能

排　水 企業内処理　→　農業用排水路（地元との協議が必要です）

電　力 普通高圧：6,600V（特別高圧：電力会社と要協議）

環境施設面積率 15%（うち緑地面積率10%）※市が確保済み

公害防止協定 市との間で公害防止協定の締結が必要です

大野市富田産業団地の概要

大野市富田産業団地

中
部
縦
貫
自
動
車
道

荒島ＩＣ

位置図
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　⑤定住サポート

施　　　策 主な事柄 令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

定住情報の提供とサポート体制
の強化

IJU（移住）サポートチームによる移住希望者
の定住支援、移住定住応援サイトの運営

定住促進対策
おおの暮らし体験プログラムの実施、定住のた
めの住宅取得やリフォームに対する助成

空き家の利活用の促進 空き家情報バンク、空き家希望者バンクの運営

中部縦貫自動車道大野油坂道路
勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ開通

中部縦貫自動車道大野油坂道路
大野ＩＣ～勝原ＩＣ開通

北陸新幹線
福井・敦賀開業

空き家情報バンク

　空き家情報バンクは、定住促進事業の一環として、売
却・賃貸が可能な市内にある「空き家」の情報を所有者か
ら募集し、空き家物件情報を市のホームページ上で紹介し、
購入・借家を希望している人に提供しています。 

来て見て住んで応援パッケージ

「相談・体験」

・移住全般の相談（オンライン相談可）、希望に添った移住体験 
・U・Iターン移住就職等支援金（東京圏型・全国型） 
　県内企業に就職した県外移住者へ移住支援金 
・認知度向上と来訪喚起を図るための移住PR動画を制作 

「住まい」

・空き家情報バンク、空き家希望者バンク 
　移住定住応援サイトで空き家物件、空き家希望者の紹介、バン　
　ク登録された物件の家財処分経費の補助や管理代行サービス費
　の補助 
・住まいづくり支援 
　中古住宅取得支援（最大６０万円） 
　中古住宅取得後のリフォーム支援（最大６０万円） 

「仕事」

・U・Iターンの就職活動等を支援 
　市内会社訪問等の移住活動に係る交通費や宿泊代、レンタカー
　代を支援（最大２９，０００円） 
・市の認定企業や人材不足業種を応援 
　移住支援金（全国型）の対象者のうち、市内就業先が市認定企業
　または県が定める人材不足業種の場合は、加算額を上乗せ交付 

「子育て」
・地域子育て支援センターなどでの子育て相談受付 
・「大野ですくすく子育て応援パッケージ」 
　子どもの成長過程に沿ってきめ細かな支援策を紹介 

★U・Iターン移住就職等
　 支援金（東京圏型）

★来て見て住んで応援パッケージ
★U・Iターン移住就職等支援金（全国型）

★移住定住サイトリニューアル

★空き家希望者バンクの運用開始

★移住ＰＲ動画制作

空き家希望者バンク

　空き家希望者バンクは、移住者などの空き家を探してい
る人の家族構成や探している空き家の条件を、ホームペー
ジ上で紹介し、空き家を探している人と空き家を持ってい
る人とのマッチングの促進を図ります。
 






